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会 長  西村元延 

鳥取大学医学部心臓血管外科学分野 

 

 

 

 

 

第 147 回 山陰外科集談会

プ ロ グ ラ ム 

会 期 令 和４年６月 4 日 （ 土 ） 

会 場 鳥取大学医学部  臨床講義棟 

  第一会場 ４３１講義室（3 階） 

  第二会場 ４２１講義室（2 階） 
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参加者へご案内 

参加受付 

⚫ 受付は 12 時 00 分より第二会場:臨床講義棟 2 階 421 講義室入口前にて開始いたします。 

⚫ 参加者は受付にて参加費 1,000 円をお支払いください。（学生・研修医は無料） 

⚫ 駐車場は第３駐車場をご利用ください。受付で 100 円サービス券をお渡しいたします。 

 

留意事項 

⚫ 参加者の情報や健康状態を把握するため、参加登録票の提出にご協力ください。 

⚫ 受付での混雑をさけるため、参加登録票は事前に記入してお持ちください。 

※参加登録票は鳥取大学心臓血管外科学ホームページ新着情報からもダウンロードできます。  

（https://www.med.tottori-u.ac.jp/regsurg/update/article-20220517-02.html）        

⚫ 感染者発生時、経路特定等の理由で政府機関・自治体要請により、個人情報を開示します。 

⚫ 発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、味覚・嗅覚異常、呼吸困難等がある場合は来場をお控えください。 

⚫ 会場内では 3 密を回避し、手指消毒、マスク着用にご協力ください。 

 

世話人会のご案内 

日時 令和４年６月４日（土） 12：00～12：45 

会場 鳥取大学医学部 臨床講義棟 2 階（第二会場） 

会費 1,000 円（お弁当代） 昼食は 11：30 よりご用意しております。 

 

発表受付 

⚫ 発表時間は口演５分、討論３分の計８分です。ビデオ動画発表についても同様です。発表にお

いては 2 頁の「発表における注意事項」をご参照の上、発表データをご準備ください。 

⚫ 発表データは当日受付に USB メモリーを提出の上、発表の３０分前までに、試写をお済ませく

ださい。 

 

抄録について 

⚫ 各演者は「日本臨床外科学会雑誌」に掲載のため、ご発表までに抄録を電子メールで事務局

〔nige4w@med.tottori-u.ac.jp〕までお送りいただくか、または学会当日、受付にて電子媒体で

提出してください。 

抄録は演題番号、演題名、所属、演者名（共同演者含む）、内容（400 字以内）、MS ワードで作

成してください。 

 

お知らせ 

⚫ 発表にあたっては、3 頁に示す「患者プライバシー保護に関する指針」に留意してください。 
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発表における注意事項 

 

データ（メディア）持ち込みについて 

１） 発表データは Microsoft PowerPoint2007 以上にて作成をお願いします。 

２） メディアの媒体は USB メモリーにてお願いします。 

３） データのフォントは下記の通りお願いします。 

  日本語：MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝 

  英 語：Arial, Arial Black, Century, Century Gothic, Times New Roman 

４） 動画ファイルは Windows Media Player にて再生可能であるものに限ります。 

５） データのファイル名は「演題番号（半角）」と「発表者の氏名」を必ず付けてください。 

 

 

ノートパソコン本体を持ち込まれる場合(ビデオ発表) 

１） 必ずノートパソコン付属の電源アダプタをお持ちください。 

２） 会場にて接続するケーブルのコネクタ形状は D-Sub15 ピン(ミニ)です。ノートパソコンに

この形状の端子が付いていることをご確認ください。この形状に変換する変換コネクタが必

要な場合は、必ず変換コネクタをお持ちください。 

３） ノートパソコンの画面の解像度を 1024×768 に設定してお持ちください。 

４） 前もって外部ディスプレイや液晶プロジェクターに接続して外部出力に正常に出力できる

かどうかご確認ください。ノートパソコンの仕様によっては動画を再生する場合、外部出力

に正常に出力できない機種があります。 

 

 

ご発表される先生へのお願い 

１） メディアには当日発表分のデータのみ入れてください。 

２） プレゼンテーションにリンクファイル（静止画、動画、グラフ等）がある場合は、発表分の

パワーポイントファイルとリンクファイルを一つのフォルダにまとめて保存してください。 

３） 作成に使用されたパソコン以外での動作チェックをお願いします。 

 

※Macintosh には対応しておりません。 
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患者プライバシー保護に関する指針 

「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における患者プライバシー保護に関する指針」 

 医療を実施するに際して患者のプライバシー保護は医療者に求められる重要な責務である．一方，医学研究において

症例報告は医学・医療の進歩に貢献してきており，国民の健康，福祉の向上に重要な役割を果たしている．医学論文あ

るいは学会・研究会において発表される症例報告では，特定の患者の疾患や治療内容に関する情報が記載されることが

多い．その際，プライバシー保護に配慮し，患者が特定されないよう留意しなければならない． 

以下は外科関連学会協議会において採択された，症例報告を含む医学論文・学会研究会における学術発表においての

患者プライバシー保護に関する指針である． 

１）患者個人の特定可能な氏名，入院番号，イニシャルまたは「呼び名」は記載しない． 

２）患者の住所は記載しない．但し，疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記載することを可と 

する．（神奈川県，横浜市など）．  

３）日付は，臨床経過を知る上で必要となることが多いので，個人が特定できないと判断される場合は年月までを記載して  

よい． 

４）他の情報と診療科名を照合することにより患者が特定され得る場合，診療科名は記載しない． 

５）既に他院などで診断・治療を受けている場合，その施設名ならびに所在地を記載しない．但し，救急医療などで搬送元 

の記載が不可欠の場合はこの限りではない． 

６）顔写真を提示する際には目を隠す．眼疾患の場合は，顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真とする． 

７）症例を特定できる生検，剖検，画像情報に含まれる番号などは削除する． 

８）以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は，発表に関する同意を患者自身(または遺族か代理人， 

小児では保護者)から得るか，倫理委員会の承認を得る． 

９）遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」(文部科学 

省，厚生労働省及び経済産業省)(平成 13年 3月 29日，平成 16年 12月 28日全部改正，平成 17年 6月 29日一部 

改正，平成 20年 12月 1日一部改正，平成 25年 2月 8日全部改正，平成 26年 11月 25日一部改正，平成 29年 

2月 28日一部改正)による規定を遵守する． 
平成 16年 4月 6日 

（平成 21年 12月 2日一部改正） 

（平成 27年 8月 28日一部改正） 

（令和 元年 6月 13日一部改正） 

●外科関連学会協議会 加盟学会 

日本外科学会 日本気管食道科学会 日本救急医学会 日本胸部外科学会 日本形成外科学会 日本呼吸器外科学会 日本消化器外

科学会 日本小児外科学会 日本心臓血管外科学会 日本大腸肛門病学会 日本内分泌外科学会 日本麻酔科学会 

●本指針に賛同している学会 

日本肝胆膵外科学会 日本血管外科学会 日本喉頭科学会 日本呼吸器内視鏡学会 日本乳癌学会 日本腹部救急医学会 

（平成 16年 6月 4日付） 

（平成 16年 6月 24日付）  

（平成 16年 9月 21日付）  

（平成 17年 8月 1日付） 

（平成 17年 8月 20日付）  

（平成 17年 9月 7日付）   

（平成 17年 12月 14日付）  

 

（平成 17年 12月 16日付）  

（平成 17年 12月 19日付）   

（平成 17年 12月 28日付）   

（平成 18年 1月 27日付） 

（平成 18年 3月 24日付）   

（平成 18年 5月 15日付）   

（平成 18年 7月 21日付）  

（平成 18年 8月 3日付）   

（平成 18年 8月 25日付）   

（平成 18年 9月 6日付）   

（平成 18年 11月 13日付）  

（平成 18年 12月 8日付）  

（平成 19年 5月 11日付）  

（平成 19年 7月 9日付）  

（平成 19年 12月 4日付）  

（平成 19年 12月 20日付）  

（平成 21年 9月 15日付）   

（平成 21年 11月 12日付）   

日本胃癌学会 

日本食道学会 

日本整形外科学会 

日本手外科学会 

日本整形外科スポーツ医学会  

日本外傷学会  

日本熱傷学会 

日本美容皮膚科学会 

日本頭蓋顎顔面外科学会  

日本股関節学会  

日本皮膚アレルギー学会  

日本肘関節学会  

日本皮膚科学会西部支部  

中部日本整形外科災害外科学会  

日本胆道学会  

日本関節鏡学会  

東日本整形災害外科学会  

日本集中治療医学会  

日本ヘリコバクター学会  

日本外科代謝栄養学会  

日本腰痛学会  

日本肺癌学会  

日本膵臓学会  

日本臨床外科学会  

日本消化器病学会  

日本消化器がん検診学会  

（平成 21年 12月 25日付）   

（平成 22年 1月 5日付）  

（平成 22年 5月 11日付）  

（平成 22年 6月 5日付）   

（平成 22年 7月 9日付）   

（平成 22年 7月 20日付）   

（平成 22年 9月 10日付）  

（平成 23年 3月 30日付）  

（平成 24年 2月 13日付）   

（平成 24年 7月 10日付）   

（平成 24年 9月 2日付）   

（平成 24年 9月 5日付）   

（平成 24年 9月 10日付）  

（平成 25年 12月 5日付）  

（平成 25年 12月 25日付）   

（平成 26年 7月 11日付）   

（平成 27年 6月 8日付）   

（平成 27年 9月 4日付）  

（平成 27年 10月 14日付）  

（平成 30年 4月 3日付）   

（平成 31年 2月 7日付） 

（令和元年 6月 5日付） 

（令和元年 9月 25日付） 

（令和 2年 12月 11日付） 

（令和 3年 6月 1日付） 

（令和 4年 1月 20日付） 

日本門脈圧亢進症学会  

日本皮膚科学会東海地方会 

日本静脈経腸栄養学会  

西日本整形・災害外科学会  

日本関節病学会  

日本臨床皮膚外科学会  

日本放射線腫瘍学会  

日本口腔腫瘍学会  

日本消化器内視鏡学会  

日本頭頸部外科学会  

日本消化管学会  

日本女性心身医学会  

日本運動器科学会  

日本女性医学学会  

日本頭頸部癌学会  

日本鼻科学会  

日本緩和医療学会  

日本心臓血管麻酔学会  

日本顔面神経学会  

日本循環器学会  

日本創傷外科学会 

関東整形災害外科学会 

日本フットケア・足病医学会 

日本体外循環技術医学会 

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 

日本冠疾患学会 
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プログラム 
 

 
 

ｾｯｼｮﾝ 疾患分類 演題番号 予定時間 座長 

1 学生セッション 01－05 13:00－13:40 
山内 正信 先生 

島根県立中央病院 心臓血管外科 

 学生セッション表彰 13:40－13:55  

2 食道・胃 06－08 13:55－14:19 
栗栖 泰郎先生 

浜田医療センター 外科 

3 小腸・大腸１ 09－13 14:19－14:59 
谷浦 隆仁先生 

島根大学医学部 消化器・総合外科 

4 小腸・大腸 2 14－18 14:59－15:39 
山本 学 先生 

鳥取大学医学部 消化器・小児外科 

5 
肝・胆・膵       

ヘルニア・その他 
19－21 15:39－16:03 

奈賀 卓司 先生 

米子医療センター 外科 

 

 

 

 

 

ｾｯｼｮﾝ 疾患分類 演題番号 予定時間 座長 

6 肺・縦隔 22－26 13:55－14:35 
吹野 俊介 先生 

鳥取県立厚生病院 外科 

7 乳腺・内分泌、縦隔 27－30 14:35－15:07 
鈴木 喜雅 先生 

鈴木クリニック 

8 心・血管 1 31－34 15:07－15:39 
中村 嘉伸 先生 

松江赤十字病院 心臓血管外科 

9 心・血管２ 35－37 15:39－16:03 
清水 弘治 先生 

島根大学医学部 循環器外科学 

 

【第二会場】４２１講義室（臨床講義棟２階） 

【第一会場】４３１講義室（臨床講義棟３階） 



 ６ 

 

セッション 1 

学生セッション（１３：００－１３：４０） 

座長 島根県立中央病院 心臓血管外科 山内正信  

 

01. 所属リンパ節腫大を伴った胃神経鞘腫の 1 例  

鳥取大学医学部医学科 学生１）、鳥取大学医学部 消化器・小児外科２） 

  ○大村泰輝（オオムラ タイキ）１）、坂野 悠２）、牧野谷真弘２）、宮内 亘２）、清水翔太２）、         

宍戸裕二２）、宮谷幸造２）、松永知之２）、藤原義之２） 

02. Retzius 静脈短絡を有する直腸癌に対してロボット支援下に安全に切除し得た 2 例   

鳥取大学医学部医学科 学生１）、鳥取大学医学部 消化器・小児外科２） 

  ○東 華歩(アズマ カホ) １）、原 和志２）、田部博山２）、澤田将平２）、河野友輔２）、木原恭一２）、            

山本 学２）、坂本照尚２）、藤原義之２） 

03. 巨大左房を有する心房性機能性僧帽弁逆流に対し弁輪縫縮に左房後壁切除を併施した 1 例  

鳥取大学医学部医学科 学生１）、鳥取大学医学部 心臓血管外科２） 

  〇瀧川 計（タキガワ ケイ）１）、吉川泰司２）、岸本祐一郎２）、大野原岳史２）、岸本 諭２）、                        

仁井陸冬２）、角 尚紀２）、岸本 望２）、森本健一２）、吉川侑希２）、山根和真２）、西村元延２）                                             

04. 中枢 short neck で reverse taper の若年の腹部大動脈瘤破裂に対して緊急 EVAR を試行し 

   

鳥取大学医学部医学科 学生１）、鳥取大学医学部 心臓血管外科２） 

  〇西村淳史（ニシムラ ジュンシ）１）、吉川泰司２）、岸本祐一郎２）、大野原岳史２）、岸本 諭２）、                        

仁井陸冬２）、角 尚紀２）、岸本 望２）、森本健一２）、吉川侑希２）、山根和真２）、西村元延２） 

05. 術前化学療法で重症心不全を来した HER2 陽性乳癌の一例  

鳥取大学医学部医学科 学生１）、鳥取大学医学部 呼吸器・乳腺内分泌外科２） 

  〇藤本真由（フジモト マユ）１）、細谷恵子２）、小嶋駿介２）、宮本竜弥２）、大島祐貴２）、松居真司２）、                    

門永太一２）、大野貴志２）、窪内康晃２）、若原 誠２）、春木朋広２）、中村廣繁 ２）                                         

 

 

【第一会場】４３１講義室（３階） 

救命しえた 1 例 



 ７ 

 

セッション 2 

食道・胃（１３：５５－１４：１９） 

座長 浜田医療センター 外科 栗栖泰郎  

 

06. ボタン型胃瘻バルーンカテーテルの一期的留置の経験                                  

島根大学医学部 消化器・総合外科 

   ○上野 悠（ウエノ ユウ）、久守孝司、真子絢子、石橋脩一、船橋功匡、田島義証 

 

07. 食道癌術後、気管前リンパ節再発に対して仰臥位胸腔鏡下切除術を施行した 1 例        

鳥取大学医学部 消化器・小児外科 

  〇坂野 悠(サカノ ユウ) 、宍戸裕二、牧野谷真弘、宮内 亘、清水翔太、宮谷幸造、松永知之、      

藤原義之 

 

08. 食道亜全摘を要した特発性食道破裂の 1 例                                           

島根大学医学部 消化器・総合外科１）、益田赤十字病院 外科２） 

島根大学医学部 acute care surgery３） 

  〇林 彦多（ハヤシ ヒコタ）１）、松原 毅１）、平原典幸１）、服部晋司２）、山本祐太郎３）、               

木谷昭彦３）、渡部広明３）、田島義証 1) 

 

【第一会場】４３１講義室（３階） 



 ８ 

  

セッション 3 

小腸・大腸１（１４：１９－１４：５９） 

座長 島根大学医学部 消化器・総合外科 谷浦隆仁    

 

09. 当科で経験したベバシズマブ関連消化管穿孔症例の検討                                          

鳥取大学医学部 消化器・小児外科学 

  〇田部博山(タナベ ヒロタカ)、澤田将平、原 和志、河野友輔、木原恭一、山本 学、坂本照尚、     

藤原義之 

 

10. 小腸間膜に発生した異所性膵の 1 例                                                

島根県立中央病院 消化器外科 

  〇海野陽資（ウミノ ヨウスケ）、岩﨑純治、長見 直、樽本浩司、前本 遼、服部晋明、山根 佳、     

金澤旭宣 

 

11. 小腸憩室穿孔の 1 例                                                               

国立病院機構米子医療センター 消化器外科 

  〇岸野幹也（キシノ ミキヤ）、谷口健次郎、菅澤 健、山本 修、奈賀卓司 

 

12. 柿胃石による腸閉塞の 1 例                                                         

鳥取赤十字病院 外科 

  ○上平憲太郎（ウエヒラ ケンタロウ）、吉田 惇、谷尾彬充、山田敬教、前田佳彦、山代 豊、          

山口由美、齊藤博昭 

 

13. von Recklinghausen 病に合併した空腸 GIST の 1 例                                                       

鳥取県立厚生病院 消化器外科 

  〇高橋朋大(タカハシ トモヒロ)、鈴木一則、漆原正一、岩本明美、西江 浩 

 

 

 

【第一会場】４３１講義室（３階） 



 ９ 

  

セッション 4 

小腸・大腸 2（１４：５９－１５：３９） 

座長 鳥取大学医学部 消化器・小児外科 山本 学  

 

14. 腎癌術後 28 年の S 状結腸転移                                                   

鳥取県立中央病院 外科  

  〇織原淳平（オリハラ ジュンペイ）、内仲 英、和田大和、多田陽一郎、尾﨑知博、蘆田啓吾、       

建部 茂、廣岡保明 

 

15. ３度目の結腸切除後に虚血性腸炎を発症した一例                                              

国立病院機構浜田医療センター 外科 

  〇尾﨑晃太郎（オサキ コウタロウ）、石黒 諒、西谷有子、永井 聡、渡部裕志、高橋 節、          

栗栖泰郎 

 

16. 糞便による閉塞性大腸炎の 1 例                                                    

山陰労災病院 外科 

  〇津田亜由美(ツダ アユミ)、三宅孝典、安宅正幸、福田健治、山根祥晃、柴田俊輔 

 

17. 前外側大腿皮弁による腹壁再建で一期的切除を行った虫垂癌の一例                                             

島根大学医学部附属病院 消化器・総合外科 

  〇石飛一成（イシトビ カズナリ）、百留亮治、谷浦隆仁、象谷ひとみ、髙井清江、山本 徹、         

平原典幸、田島義証 

 

18. 診断に苦慮した低異型度虫垂粘液性腫瘍の一例                                               

鳥取県済生会境港総合病院 外科 

  ◯小林 太（コバヤシ フトシ）、玉井伸幸 

 

 

 

【第一会場】４３１講義室（３階） 



 １０ 

 

セッション 5 

肝・胆・膵、ヘルニア・その他（１５：３９－１６：０３） 

座長 米子医療センター 外科 奈賀卓司    

 

19. 靭帯切離を施行した正中弓状靭帯症候群の 3 例 ～術後フォロー経験も含めた検討～                                              

鳥取大学医学部 消化器・小児外科学 

  〇増田興我(マスダ コウガ)、花木武彦、木原恭一、後藤圭祐、藤原義之 

 

20. 術後創回診導入による効果の検討                                              

 雲南市立病院 外科１）、島根大学医学部附属病院 消化器総合外科２）、雲南市立病院 看護部３） 

  ○高尾 聡（タカオ サトシ）１）、山本 徹２）、濱村優子３）、佐々木将貴１）、安田幸司１）、森脇義弘１）、

大谷 順１） 

 

21. 術前に診断し腹腔鏡下に修復し得た子宮広間膜裂孔ヘルニアの 1 例                     

松江市立病院 消化器外科 

  〇槇原侑子(マキハラ ユウコ)、福本陽二、安井千晴、柳生拓輝、梶谷真司、本城総一郎 

  

【第一会場】４３１講義室（３階） 



 １１ 

 

セッション 6 

肺・縦隔（１３：５５－１４：３５） 

座長 鳥取県立厚生病院 外科 吹野俊介  

 

22. 胸腔鏡下に摘除した右迷走神経発生の神経鞘腫の１例                                              

鳥取県立厚生病院 胸部外科１）、同 血管外科２） 

  〇安田健悟（ヤスダ ケンゴ）１）、吹野俊介１）、髙木雄三１）、大田里香子１）、西村謙吾２）、       

浜崎尚文２） 

 

23. 髄膜腫の肺転移に対する治療経験                                                 

松江赤十字病院 呼吸器外科１）、鳥取大学医学部附病院 呼吸器外科２） 

  ○中西敦之(ナカニシ アツユキ）１）、三和 健１）、宮本竜弥２）、大野貴志２） 

 

24. 左肺上葉 MALT リンパ腫に対して RATS 左上区切除を行った１例                                             

鳥取大学医学部附属病院 呼吸器外科 

  〇小嶋駿介（コジマ シュンスケ）、窪内康晃、宮本竜弥、大島祐貴、松居真司、大野貴志、     

春木朋広、中村廣繁 

 

25. 肺および横隔膜の合併切除を要した孤在性線維性腫瘍の 1 例                                             

島根県立中央病院 呼吸器外科 

  〇阪本 仁（サカモト ジン）、五明田 匡、磯和理貴、小阪真二 

 

26. 大動脈合併切除を施行した局所進行肺癌                                             

島根大学医学部外科学講座 呼吸器外科学１）、島根大学医学部外科学講座 心臓血管外科２） 

  ○山根正修（ヤマネ マサオミ）１）、富岡泰章１）、伊賀徳周１）、清水弘治２）、末廣章一２）、       

織田禎二２） 

 

  

【第二会場】４2１講義室（2 階） 



 １２ 

 

セッション 7 

乳腺・内分泌、縦隔（１４：３５－１５：０７） 

座長 鈴木クリニック 鈴木喜雅  

 

27. 異所性甲状腺からの発生が疑われた中縦隔甲状腺癌の 1 例                                            

鳥取県立中央病院 呼吸器・乳腺・内分泌外科１）、国立病院機構浜田医療センター 呼吸器外科２） 

  〇野坂祐仁（ノザカ ユウジ）１）、松岡佑樹１）２）、古屋茉優１）、城所嘉輝１）、田中裕子１）、       

前田啓之１） 

 

28. 乳腺アポクリン癌の 2 例                                                       

鳥取県立厚生病院 胸部外科１）、同 血管外科２） 

  ○大田里香子（オオタ リカコ）１）、吹野俊介１）、髙木雄三１）、安田健悟１）、西村謙吾 2)、             

浜崎尚文２） 

 

29. 腋窩静脈再建を伴う根治切除を行った腋窩リンパ節再発の 1 例 

  鳥取大学医学部 呼吸器・乳腺内分泌外科学分野 

  ○若原 誠（ワカハラ マコト）、小嶋駿介、宮本竜弥、大島祐貴、深谷由美、松居真司、門永太一、   

大野貴志、細谷恵子、窪内康晃、春木朋広、中村廣繁 

 

30. 術前化学療法前後で HER2-FISH の判定が異なった乳癌の 1 例                                             

鳥取県立中央病院 呼吸器・乳腺・内分泌外科 

  〇田中裕子（タナカ ユウコ）、古屋茉優、野坂祐仁、城所嘉輝、前田啓之 

 

 

  

【第二会場】４2１講義室（2 階） 



 １３ 

 

セッション 8 

心・血管 1（１５：０７－１５：３９） 

座長 松江赤十字病院 心臓血管外科 中村嘉伸  

 

31. 高度虚血を呈した Complicated Acute type B Dissection の 1 例                                             

島根県立中央病院 臨床研修センター１）、同 心臓血管外科２） 

  〇 小川桃果（オガワ モモカ）１）、上平 聡２）、金築一摩２）、花田智樹２）、山内正信２） 

 

32. 右室内へ転移した転移性心臓腫瘍の 1 例                                             

鳥取県立中央病院 心臓血管外科 

  〇徳留純平（トクトメ ジュンペイ）、坂口祐紀、藤原義和、宮坂成人 

 

33. 急性心不全を呈した Mitroflow 人工弁機能不全の 1 治験例                                             

国立病院機構浜田医療センター 心臓血管外科 

  〇池田陽祐（イケダ ヨウスケ）、白谷 卓、三浦法理人 

 

34. 左室流出路狭窄を合併した重症大動脈弁狭窄症に対して経カテーテル的大動脈弁挿入術                                                                                            

   

 

  

【第二会場】４2１講義室（2 階） 

○森本健一（モリモト ケンイチ）、吉川泰司、山根和真、吉川侑希、岸本 望、角 尚紀        

 

（TAVI）を施行し，弁留置後に収縮期僧帽弁前方運動（SAM）を呈した 1 例 

鳥取大学医学部附属病院 心臓血管外科 

       仁井陸冬、岸本 諭、大野原岳史、岸本祐一郎、西村元延 



 １４ 
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心・血管 2（１５：３９－１６：０３） 

座長 島根大学医学部 循環器外科学 清水弘治  

 

35. 機械弁 AVR 後のスタックバルブに対し Sucherless valve で Re-do AVR を行った 1 例                                             

松江赤十字病院 心臓血管外科 

  〇樋口達也（ヒグチ タツヤ）、大月優貴、倉敷朋弘、中村嘉伸 

 

36. 右総腸骨動脈閉塞にてステント留置後に瘤化した１手術例                                             

鳥取県立厚生病院 血管外科１）、同 胸部外科２）、 

  ○西村謙吾（ニシムラ ケンゴ）１）、浜崎尚文１）、安田健悟２）、大田里香子２）、髙木雄三２）、           

吹野俊介２） 

 

37. 多発動脈瘤に対する１手術例                                                      

山陰労災病院 心臓血管外科１）、鳥取県立中央病院 心臓血管外科 2) 

  〇笹見強志（ササミ ツヨシ）１）、掘江弘夢１）、藤原義和２）、森本啓介１） 

 

 

 

  

  

【第二会場】４2１講義室（2 階） 



 

 

 

 

 

 

大塚製薬株式会社 

クックメディカルジャパン合同会社 

小西医療器株式会社 

CSL ベーリング株式会社 

ジョンソンエンドジョンソン株式会社 

第一三共株式会社 

田辺三菱製薬株式会社 

テルモ株式会社 

ニプロ株式会社御中 

日本メドトロニック株式会社 

株式会社 Medi Plus 

 

 

 

 

ご協賛いただきました各社へ御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

協賛企業 （五十音順にて掲載） 



 

 

 

 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


